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Agenda

● HyClopsを作るに至った経緯
● HyClopsで解決できる課題
● HyClopsの仕組み
● HyClopsのデモ動画
● Zabbix2.2 VMware監視機能とHyClops比較
● HyClopsの次の構想
● お知らせ
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             https://www.facebook.com/ikedai
             Zabbix,AWS,fluentd,Chef,JobScheduler...

@ITさんで連載「クラウド &DevOps時代の運用をZabbixで」(http:
//www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1309/18/news008.html)

Google Chrome用Zabbixイベント通知エクステンション
(https://chrome.google.
com/webstore/detail/chromix/odjpdjeegacmncmodjbeboldofhljjjf?hl=ja)
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Background

仮想化・クラウド化など
とりまく環境の変化

DevOpsの概念等
運用改善への期待の高まり

Zabbixの豊富な監視機能

Zabbix利用者の増加



Hypothesis

動的に変わる
環境情報に合わせた

自動監視設定

複数環境の監視および
管理を1つの口から

統合管理

ZabbixのUIを活用し

使用感を
そのままに

実現できれば運用作業の負担減
迅速なシステム管理の実現
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Solution -1/3-

動的に変化する環境を常に追い続け

手をかけずにクラウド・仮想環境の状況を把握

Zabbixと各環境のAPIとの連携

・各環境の最新状態をチェックし

  Zabbixの監視設定を自動同期

・OS内部の監視だけではわからない

  情報までカバー



Solution -2/3-

ハイブリッド化を見越して複数の環境を

一つの入り口で統合監視・管理できること

クラウド
A

メタクラウドAPIを活用した処理の統合

Zabbix

Cloud
API

VMVMVMVMVM
仮想環境

API

・各クラウドに対する監視・管理

  (マシンコントロール )をZabbixに集約

・新たな監視対象環境が増えた時にも

  同一処理で拡張可能

クラウド
B

Cloud
API

メ
タ
ク
ラ
ウ
ド
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Solution -3/3-

運用担当者が慣れ親しんだ

Zabbixの管理画面をそのまま活用できること

Zabbixダッシュボードへの表示項目追加

・各環境の情報をダッシュボードで

  一括確認可能

・Zabbixのイベント情報とも紐付け

  障害発生→対応実施のパスを効率化



HyClops for Zabbix

・2013/07/12 OSS(GPL ver.2)としてリリース

・通常のZabbixに追加導入可能な形式を採用

・Python実装のプログラム

・公開先はGitHub

   　　　　　　https://github.com/tech-sketch/hyclops

 　　　　　  　http://tech-sketch.github.io/hyclops/jp/ 

ソースコード

マニュアル

https://github.com/tech-sketch/hyclops
http://tech-sketch.github.io/hyclops/jp/


Architecture -Overview-

Zabbix Server
Physical Machine

Zabbix Host

Dashboard page(dashboard.php) SSH Connection page(gateone.php)

vSphere ESXi
Zabbix Host

IPMI
Template

vSphereESXi
Template

vSphereVM
Zabbix Host

vSphereVM
Template

AWS Account
Zabbix Host

AWSAccount
Template

EC2 Instance
Zabbix Host

AmazonEC2
Template

Configure Zabbix host

Extend Zabbix frontend

libcloud

HyClops Server Queue
(ZeroMQ)

vSphere
driver

EC2
driver

Physical Machine

IPMI

VMware ESXi
AWS

vSphere 
API

AWS
API

ipmitool

GateOne Server

Auto registration

SSH connection

5555/TCP 443/TCP

push message push message
push message

：HyClopsに  
  含まれるもの



Zabbix

Architecture -Processing flow-

HyClops

lib
cl

ou
d

各環境

実行リクエスト送付用
外部チェック
監視アイテム

メ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス

メッセージングキュー

AP
I

送付先に応じて
適切なドライバーを
選択してアクセス

- 存在するインスタンス情報
  - インスタンス名
  - インタフェース情報
  - リソース情報　等
-ハイパーバイザ情報 (VMware)
  - リソース割り当て状況
  - リソース使用状況　等

Za
bb

ix
 A

PI - インスタンス見つかった場合
  ホスト作成実行
  監視テンプレート割り当て
- インスタンスがなくなった場合
  Not exist hostsグループに移動
  ホストの監視を無効化

VM用
ホスト

host.create or 
host.update

Za
bb

ix
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Zabbix

Architecture -Processing flow-

HyClops
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送付先に応じて
適切なドライバーを
選択してアクセス

- 存在するインスタンス情報
  - インスタンス名
  - インタフェース情報
  - リソース情報　等
-ハイパーバイザ情報 (VMware)
  - リソース割り当て状況
  - リソース使用状況　等
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ix
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- インスタンス見つかった場合
  ホスト作成実行
  監視テンプレート割り当て
- インスタンスがなくなった場合
  Not existsグループに移動
  ホストの監視を無効化

VM用
ホスト

host.create or 
host.update
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Trapper
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自動化を突き詰めるためには
結構作りこまないといけない部分がある

HyClopsはそんな部分を裏で頑張ってくれるもの



Details

OS

Zabbix

VMware

サポート環境 
Zabbix   | 2.0系
VMware | 4.1および5.0、5.1(update1) ESXiで動作確認済(vCenter未対応)
機能

ホスト自動登録 | EC2インスタンスおよびvSphere仮想マシン情報をZabbixに自動

登録

テンプレート自動割り当て |
Zabbixエージェントレスでインスタンスの情報を自動監視(AWS APIおよびvSphere 
APIを利用)
Zabbixグローバルスクリプトを用いてインスタンスの起動/停止処理を実行

Zabbixダッシュボード拡張によるEC2インスタンス、vSphere仮想マシン情報の一覧

表示

(オプション機能) GateOne-Zabbix連携によるZabbixダッシュボードからのSSHコン

ソール接続

サポート環境

機能

CentOS,Ubutnuで動作確認済み

2.0系(2.2対応作業実施中)
4.1および5.0、5.1(update1) ESXiで動作確認済(vCenter未対応)

クラウドAPI経由でインスタンス名およびインタフェース情報を取得し Zabbixホスト自動登録

ホスト自動登録

テンプレート自動割当

API経由での情報取得

複数インスタンス一括制御

GateOne連携

ホスト自動登録時にOS種別(LinuxかWindows)に応じて自動テンプレート割当・ OSレイヤ以上の監視可能

AWS      |インスタンス情報 (AZ,Type,Status等)、課金情報(CloudWatch BillingData)
VMware|HV情報(CPU,Memory,Storageの全体量/割当量/使用量)、VM情報(CPU,Memory,Status等)

起動/停止/再起動を複数インスタンスに一括命令実行可能 (Zabbixグローバルスクリプト機能利用 )

Zabbixに登録したホストのインタフェース情報を使って Webブラウザ上でSSHコンソール接続可能



Demo

1. Dashboard表示画面のデモ

2. Dashboard画面からインスタンス操作のデモ

3. GateOne連携機能を使ったSSHコンソール接続のデモ



Congraturations!!



Congraturations!!

!?



Functional comparison
Zabbix2.2 VMware monitoring vs HyClops

1. 対象環境の違い

2. 監視方式の違い

3. 自動化できる項目の違い

4. Zabbix対応バージョンの違い



Functional comparison
Zabbix2.2 VMware monitoring vs HyClops

1. 対象環境の違い

2. 監視方式の違い

3. 自動化できる項目の違い

4. Zabbix対応バージョンの違い

HyClops

Zabbix2.2

- AWS、VMwareに対応

- ただし、VMwareはESXi経由のみ

- 今のところVMwareにのみ対応

- ただし、VMwareはESXi、vCenter経由に対応

Good!

Good!



Functional comparison
Zabbix2.2 VMware monitoring vs HyClops

1. 対象環境の違い

2. 監視方式の違い

3. 自動化できる項目の違い

4. Zabbix対応バージョンの違い

HyClops

Zabbix2.2

- Zabbix APIやZabbix Senderをフル活用

- vSphere API連携はpythonのライブラリ経由 (性能が課題・・・)

- バックエンドでVMwareCollectorプロセスが定期的に情報収集

　→共有メモリに結果を格納

　→各監視アイテムが共有メモリの格納データを読込み、監視結果として格納

- vSphere API連携はlibcurlでSOAP APIに直接アクセス (性能が良い!) Good!



Functional comparison
Zabbix2.2 VMware monitoring vs HyClops

1. 対象環境の違い

2. 監視方式の違い

3. 自動化できる項目の違い

4. Zabbix対応バージョンの違い

HyClops

Zabbix2.2

- 取得できる監視項目数が少ない

- ホスト名だけでなく、各VMのインタフェースまで自動設定可能

- 取得できる監視項目が非常に多い(VMwareのeventlogまで取得可能)
- vmware.vm.discoveryで取得できるのは、VMの名前やID情報のみ
     ({#VM.UUID}、{#VM.ID}、{#VM.NAME}、{#HV.NAME}、{#CLUSTER.NAME})

   →インタフェース情報との連携が未サポート

Good!

Good!



Functional comparison
Zabbix2.2 VMware monitoring vs HyClops

1. 対象環境の違い

2. 監視方式の違い

3. 自動化できる項目の違い

4. Zabbix対応バージョンの違い

HyClops

Zabbix2.2

- Zabbix2.0から対応(Zabbix2.2向け対応は現在実施中)

- Zabbix2.2から対応



Functional comparison
Zabbix2.2 VMware monitoring vs HyClops

1. 対象環境の違い

2. 監視方式の違い

3. 自動化できる項目の違い

4. Zabbix対応バージョンの違い

HyClops Zabbix2.2VS

協力してZabbixをよりよくするための活動に繋げたい



Future vision

一部機能をZabbix2.2のLoadableModule機能を使って改良
  -AWS EC2インスタンスを自動ディスカバリできるLLDアイテムをLoadableModule化

    - cloud.instance.discovery[provider, url, key, secret]

　   といった具合で取れるようにチャレンジ中

OpenStack、CloudStack等対応可能クラウド拡張
  - メタクラウドAPIを間に挟んでいるので理論上は簡単に拡張できるはず

Request

LLDのホストプロトタイプでインタフェース情報を登録可能にして欲しいです！
(Mr. Alexei, please consider the feature of configuring host prototype interfaces automatically.)



Other News

PostgreSQL監視用テンプレート”pg_monz”公開
　- SRA OSSとTIS共同開発

　- PostgreSQLの死活監視、リソース監視、性能監視可能

　- LLDをカスタマイズ利用し、自動的にDB毎の情報監視可能

2014年1月 Zabbix書籍発売予定
　- “Zabbix統合監視［実践］活用

　　　-物理・仮想・クラウド混在環境の省力運用（仮）”
　- 技術評論社さんより寺島さん書籍のシリーズとして出版予定



End

クラウドや仮想環境の

監視を効率良く実施して、目指せNoOps

ご相談はこちらまで
               
                TIS株式会社
                戦略技術センター
                mail: oss@pj.tis.co.jp


